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三
明
寺
経
塚
物
語 
そ
の
二 

門
池
公
園
の
中
に
位
置
す
る
約
百
坪
あ
る
三
明
寺
経
塚
跡

地
を
お
譲
り
頂
い
て
か
ら
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。 

発
掘
調
査
し
た
の
が
昭
和
十
五
年
で
す
か
ら
、
約
七
十
五

年
間
で
樹
木
が
育
ち
鬱
蒼
と
樹
林
に
な
っ
て
い
た
そ
の
場

所
も
、
今
は
木
々
を
伐
採
し
て
明
る
く
な
り
ま
し
た
。 

ご
近
所
の
方
の
お
話
で
は
、「
昔
は
門
池
周
辺
は
今
と
違
っ

て
、
人
通
り
も
な
く
、
特
に
経
塚
の
所
は
こ
ん
も
り
と
し
て

い
て
怖
く
て
子
供
が
塾
に
行
く
の
に
親
が
つ
い
て
い
き
ま

し
た
よ
。
本
当
に
明
る
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
」
と
お
話
し

下
さ
い
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
十
数
年
前
に
門
池
に
居
を

移
し
た
頃
は
、
「
チ
カ
ン
に
注
意
」
の
看
板
が
数
か
所
あ
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

国
際
技
能
五
輪
大
会
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
、
国
、
県
、
沼

津
市
で
結
集
し
た
力
に
よ
り
門
池
周
辺
は
一
変
し
ま
し
た
。 

よ
く
人
か
ら
「
先
見
の
明
が
あ
り
ま
し
た
ね
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
正
直
、
先
の
寺
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
大

祭
が
あ
っ
た
時
、
台
風
の
よ
う
な
雨
風
雷
が
来
襲
し
、
雨
漏

り
が
し
て
、
集
ま
っ
て
い
た
役
員
一
同
様
が
「
寺
を
建
て
直

そ
う
」
と
声
が
上
が
り
、
私
は
今
ま
で
通
り
そ
の
場
所
に
小

さ
い
な
が
ら
も
街
中
の
住
宅
地
で
す
の
で
、
二
階
か
三
階
の 

 

縦
長
の
お
寺
で
も
建
て
よ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
折
、
前
か
ら
購
入
し
て
あ
っ
た
二
四
六
国
道
沿
い

の
土
地
（
現
在
や
す
ら
ぎ
霊
園
す
る
が
）
を
時
々
見
回
り
に

行
っ
た
時
、
初
め
て
門
池
の
存
在
を
知
り
、
池
の
近
く
に
寺

を
移
す
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
考
え
、
土
地
の
皆
様
と

の
ご
縁
を
い
た
だ
き
今
に
至
っ
た
次
第
で
す
。
そ
の
土
地
が

ま
さ
か
三
明
寺
が
あ
っ
た
処
と
は
因
縁
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

経
塚
跡
地
が
急
に
明
る
く
な
っ
た
の
で
、
門
池
を
散
歩

す
る
方
々
が
、
「
こ
こ
は
何
に
な
る
の
で
す
か
」
と
よ
く
聞

か
れ
ま
す
。
「
今
の
所
、
考
慮
中
で
す
が
、
よ
く
調
べ
て
、

後
世
に
残
り
、
沼
津
の
宝
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い

ま
す
」
と
答
え
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
沼
津
市
の
教
育
委
員
会
に
三
明
寺
経
塚
の
埋

蔵
文
化
財
分
布
調
査
の
指
導
を
お
願
い
し
、
試
掘
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
二
箇
所
ほ
ど
二
メ
ー
ト
ル
四
方
の
穴

を
掘
る
も
の
で
し
た
が
、
特
別
何
か
が
発
見
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

又
、
東
京
の
国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞

き
、
早
速
、
三
明
寺
経
塚
に
あ
っ
た
銅
製
の
経
筒
を
み
て
き

ま
し
た
。
国
宝
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
準
国
宝
扱
い
で
し
た
。 

そ
し
て
、
お
譲
り
頂
い
た
飯
田
様
の
お
宅
か
ら
白
隠
禅
師

が
お
書
き
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
四
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ

巻
物
と
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ず
っ
し
り
と
し
た
経
塚
に
あ

っ
た
経
筒
や
当
時
の
経
塚
の
写
真
、
三
明
寺
再
興
の
掛
け
軸

や
文
書
類
を
お
預
か
り
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
大
変
な
因

縁
を
感
じ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

三
月 

○
加
藤
家
御
法
事 

 
 

5
日 

○
村
島
家
御
法
事 

 
 

6
日 

○
杉
山
家
御
法
事 

○
三
田
家
御
法
事 

 
 

12
日 

○
前
田
家
御
法
事 

○
地
蔵
講 

 
 

15
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

 
 

 

○
川
野
家
御
法
事 

 
 

20
日 

○
春
彼
岸
檀
信
徒
大
供
養
会 

 

21
日 

○
春
彼
岸
ペ
ッ
ト
大
供
養
会 

○
原
田
家
御
法
事 

 
 

24
日 

○
大
瀧
家
御
法
事 

 
 

26
日 

四
月 

○
道
了
講 

 
 

5
日 

○
花
祭
り
前
夜
祭 

 
 

7
日 

○
茂
木
家
御
法
事 

 
 

9
日 

○
地
蔵
講 

 
 

9
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
山
田
家
御
法
事 

 
 

24
日 

○
鈴
木
家
御
法
事 

 
 

30
日 

五
月 

 
 

○
道
了
講 

 
 

10
日 

○
宇
田
川
家
御
法
事 

 

14
日 

○
大
関
家
御
法
事 

 
 

15
日 

○
田
村
家
御
法
事 

 
 

22
日 

○
篠
家
御
法
事 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

○
地
蔵
講 
 

 

24
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
菊
地
家
御
法
事 

 
 

25
日 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
講
話 

第
３
火
曜
日(

5
月
は
第
４) 

13
時
半 

○
坐
禅 

第
２
月
曜
日 

 

19
時
半 

○
写
経 

第
３
月
曜
日 

 

10
時 

○
読
経 

第
1
・
3
火
曜
日  

10
時 

○
御
詠
歌
第
1
・
3
火
曜
日  

11
時 

○
坐
禅 

毎
週
日
曜
日 

 

6
時 

○
写
経 

毎
週
土
曜
日 

 

6
時 

 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

三
月 

○
加
藤
学
園
卒
業
式 

 

1
日 

○
大
泉
寺
大
般
若 

 
 

13
日 

○
終
活
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
講
話 

 

19
日 

○
龍
興
寺
晋
山
式 

 
 

27
日 

○
興
福
寺
大
般
若 

○
ラ
イ
オ
ン
ズ
40
周
年
記
念
大
会 

 
 

四
月 

○
市
仏
教
会
花
祭
り
前
夜
祭 

 

7
日 

○
慈
雲
院
大
般
若 

 
 

10
日 

○
宗
務
所
々
会 

 
 

12
日 

○
西
岩
寺
本
葬 

 
 

17
日 

○
龍
吟
講 

 
 

21
日 

○
東
部
総
和
会 

 
 

28
日 

○
桃
源
院
大
般
若 

 
 

29
日 

五
月 

○
龍
音
寺
大
般
若 

 
 

3
日 

○
梅
花
流
全
国
大
会(

富
山) 

 

17
日
～
19
日 

○
曹
洞
宗
保
護
司
大
会 

 

23
日 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
花
祭
り 

四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
日
で
す
。 

週
末
に
は
甘
茶
の
用
意
を
し
ま
す
の
で
、
門
池
の
桜
を
み

な
が
ら
、
お
花
見
の
つ
い
で
に
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

□
ペ
ッ
ト
に
や
す
ら
ぐ
時
代 

益
々
、
ペ
ッ
ト
が
家
族
の
一
員
と
し
て
わ
が
子
の
よ
う
に

愛
お
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

お
彼
岸
に
合
同
供
養
会
が
あ
り
ま
す
。
お
参
り
く
だ
さ
い 

□
共
同
墓
地
に
永
代
供
養
す
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た 

少
子
高
齢
化
の
時
代
、
後
の
人
達
に
負
担
を
か
け
な
い
よ

う
生
前
よ
り
お
申
込
み
の
方
も
い
ま
す
。
ご
相
談
下
さ
い
。 

□
写
経
会
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

お
写
経
会
が
ブ
ー
ム
で
す
。
指
導
は
山
本
芙
美
子
先
生
。 

□
梅
花
流
御
詠
歌
へ
の
お
す
す
め 

寺
族
指
導
に
よ
る
詠
賛
歌
を
唱
え
る
お
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
性
も
大
歓
迎
で
す
。 

□
「
や
す
ら
ぎ
大
学
」
講
話
の
会
三
年
目
の
開
校
を
し
ま
す
。 

年
間
一
万
円
。
月
一
回
。
七
月
、
八
月
、
休
講
。
第
三
火

曜
日
午
後
一
時
半
か
ら
三
時
ま
で
。
だ
れ
で
も
Ｏ
Ｋ
。 

心
を
安
ら
ぎ
た
い
人
は
参
加
下
さ
い
。 

 【
編
集
後
記
】 

通
信
を
編
集
し
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
写
真
だ
な
。
一
年
が

早
い
な
と
思
い
ま
す
。
変
身
の
早
い
の
は
子
供
達
。 

長
男
が
可
睡
斎
、
二
男
が
永
平
寺
、
三
男
が
山
形
大
学
二

年
、
四
男
が
駒
沢
大
学
一
年
生
。
早
い
一
年
、
そ
れ
が
充

実
の
一
年
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。（
Ｓ
） 
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年
会
費
・
墓
地
管
理
費
等
の
口
座
引
き
落
と
し 

四
月
は
墓
地
管
理
費
等
の
会
費
を
ご
指
定
の
口
座
よ

り
引
き
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
再
請
求
の
無

い
よ
う
に
必
ず
残
高
の
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

経
理
担
当
者 
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鎮火祭･除夜の鐘･正月初祈祷（12/31） 

子供のしめ縄作り体験(村田勝一さん指導)と餅つき

可睡斎火祭りでの佐瀬山主様、大日寺様と共に（12/15） 

 
次男孝泰 永平寺上山（2/20） 

１月に両陛下が訪問された 

フィリッピンカラリヤ霊園にて（2/9） 
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節分祭大般若（1/31） 
 

鳶
とび

職
しょく

組合の梯子
は し ご

のり（1/6） 

吉本ちゅ～りっぷと磋
さ

牙司
がつかさ

関 伊豆総合高校の太鼓衆 

 

第 110 回じぞう寄席 橘 家
たちばなや

文
ぶん

左
ざ

衛門
え も ん

師匠（2/21） 


